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私
達
の
住
む
、
藤
塚
新
田
地
区
は
県

道
春
日
部
松
伏
線
沿
い
の
西
側
に
位
置

し
、
北
は
ホ
ー
マ
ッ
ク
春
日
部
店
、
南

は
カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
藤
塚
店
、
西
の
端

に
古
利
根
川
が
流
れ
る
静
か
な
住
宅
地

で
、
世
帯
数
三
百
九
十
三
世
帯
、
人
口

約
一
三
〇
〇
人
で
地
区
が
形
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

昔
は
二
八
世
帯
の
閑
散
と
し
た
農
村

地
帯
で
、鍛
冶
屋
さ
ん
が
何
軒
か
あ
り
、

昭
和
四
十
年
末
頃
ま
で
は
、野
兎
の
姿
も

時
々
見
ら
れ
る
長
閑
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

昭
和
四
十
年
末
頃
か
ら
ミ
ニ
開
発
が

始
ま
り
、
田
畑
が
住
宅
地
に
変
貌
し
、

人
口
が
急
激
に
増
え
続
け
現
在
に
至
り

ま
し
た
。

当
地
区
は
、
地
区
長
、
副
地
区
長

（
会
計
）
書
記
各
一
名
、
会
計
監
査
二
名

（
班
長
か
ら
選
出
）、
班
長
二
十
四
名
の

組
織
で
運
営
し
て
お
り
、
毎
月
十
二
日

に
は
、
班
長
会
議
を
開
き
、
報
告
事
項

の
伝
達
、
協
議
等
を
行
い
、
地
区
運
営

の
円
滑
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
四
月

に
は
、
新
旧
役
員
さ
ん
に
よ
る
総
会
を

開
き
、
新
年
度
の
活
動
方
針
等
を
決
め

て
お
り
ま
す
。

当
地
区
の
事
業
と
し
て
、
平
成
六
年

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る

条
例
」
の
施
行
に
伴
い
ゴ
ミ
、
資
源
物

の
分
別
収
集
開
始
か
ら
、
資
源
回
収
団

体
に
登
録
、
毎
月
、
資
源
回
収
を
行
い
、

か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
十
一
月
か
ら
週
一
回
で

す
が
、
班
長
さ
ん
が
責
任
者
と
な
り
、

当
番
制
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

地
域
全
体
の
安
全
と
防
犯
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
年
間
行
事
の
主

な
も
の
は
、
春
に
は
お
花
見
、
地
区
住

民
が
一
堂
に
会
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
親
睦
を
深
め
ま
す
。
春
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
、
年
末
に
は
地
域

内
の
清
掃
と
多
く
の
方
に
協
力
し
て
頂

き
、
街
の
美
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

初
夏
に
は
、
七
十
歳
以
上
の
方
を
招
待

し
、
ふ
れ
あ
い
食
事
会
等
を
開
き
、
高

齢
者
皆
さ
ん
の
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
地
区
体
育
祭
、
防
犯
訓
練
へ
の
参

加
、
公
園
の
除
草
等
を
実
施
し
て
お
り
、

又
、
子
供
会
に
つ
い
て
も
、
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
出
来
る
限
り
の
協

力
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
地
区

同
好
会
と
し
て
、
平
成
会
と
、
お
楽
し

み
会
と
い
う
、
女
性
た
ち
で
組
織
さ
れ

た
カ
ラ
オ
ケ
会
が
あ
り
、
毎
月
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

当
地
区
は
、
先
人
達
の
築
い
た
良
い

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
市
民
憲
章
の
実
行

を
目
指
し
て
、
よ
り
良
い
街
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
地
区
、
備
後
田
島
自
治
会
を
紹

介
し
ま
す
。

東
武
伊
勢
崎
線
、
武
里
駅
東
口
よ
り

歩
い
て
約
十
分
の
所
に
あ
る
正
善
小
学

校
の
北
側
で
、
東
武
線
と
国
道
四
号
の

中
間
に
位
置
す
る
約
三
百
世
帯
の
新
興

住
宅
地
で
す
。

以
前
は
備
後
下
自
治
会
で
し
た
。
平

成
九
年
に
備
後
下
自
治
会
が
分
割
し
て

四
自
治
会
に
な
り
、
備
後
田
島
自
治
会

に
な
っ
た
の
で
す
。
自
治
会
が
発
足
し

て
本
年
度
で
二
十
七
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
会
長
も
私
で
、
四
代
目
に
な
り
ま

し
た
。

続
き
ま
し
て
自
治
会
の
年
間
行
事
を

紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
町
内
空
き
缶
拾
い
、
年

末
パ
ト
ロ
ー
ル
等
が
あ
り
ま
す
。
一
月

に
は
自
治
会
新
年
会
、
武
里
東
公
民
館

の
大
会
議
室
を
借
り
て
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
子
供
達
の
輪
投
げ
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。
景
品
な
ど
は
自
治
会
内
の
会
員

か
ら
不
要
に
な
っ
た
品
物
を
集
め
て
、再

利
用
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
す
。
公
民

館
で
は
、ジ
ュ
ー
ス
、お
茶
等
で
乾
杯
し

て
新
し
い
年
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

次
に
夏
祭
り
備
後
下
地
区
六
自
治
会
合

同
に
よ
る
納
涼
祭
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
三
回
目
に
な
り
、

各
自
治
会
の
模
擬
店
な
ど
正
善
小
学
校

校
庭
で
八
月
第
一
土
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
イ
カ
割
り
な
ど
子
供
も
大
人

も
楽
し
ん
で
過
ご
し
ま
す
。
行
事
三
つ

目
は
、
十
月
中
旬
に
行
わ
れ
ま
す
武
里

地
区
体
育
祭
に
は
、
私
共
、
備
後
田
島

自
治
会
も
元
の
備
後
下
地
区
の
代
表
と

し
て
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
役
員
、
応

援
団
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
第
四
十
三

回
武
里
地
区
体
育
祭
で
は
、
総
合
第

二
位
、
地
区
対
抗
の
紅
白
玉
入
れ
、

第
一
位
、
二
回
戦
合
計
で
九
十
九
個

入
れ
ま
し
た
。
体
育
祭
始
ま
っ
て
以

来
の
事
だ
と
皆
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

最
後
に
自
治
会
と
し
て
の
大
き
な
行

事
は
、
毎
年
十
月
の
下
旬
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も
今
年
で
、

第
六
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
十
月
二
十

六
日
に
行
い
ま
し
た
。
パ
ー
ル
レ
ー
ン

武
里
で
写
真
の
よ
う
に
子
供
も
大
人
達

も
年
齢
を
忘
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。
申
し
遅
れ
ま
し
た

が
、
私
達
の
町
会
は
、
班
長
制
に
し
て

毎
月
用
件
を
回
覧
に
書
い
て
回
し
て
お

り
ま
す
。
三
十
四
班
あ
り
、役
員
も
十
五

名
お
り
ま
す
。班
長
さ
ん
は
、一
年
交
替

で
こ
れ
か
ら
も
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

安
全
で
清
潔
な
住
み
良
い
街
作
り
を
目

標
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
下
に
活
動
し
、

備
後
田
島
自
治
会
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
よ
う
日
々
努
力
す
る
所
存

で
お
り
ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、

備
後
田
島
自
治
会
の
会
員
及
び
役
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
地
区
発

展
の
た
め
ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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私
達
の
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。
南
西

に
下
蛭
田
地
区
、
北
東
に
南
中
曽
根
地

区
の
間
に
あ
る
地
区
で
す
。
県
道
さ
い

た
ま
春
日
部
線
を
挟
ん
で
商
店
街
、
住

宅
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
豊
春
駅
、
豊

春
小
学
校
を
取
り
巻
く
よ
う
な
形
で
地

域
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
何
年

か
の
内
に
大
型
ス
ー
パ
ー
が
何
軒
か
出

来
、
そ
れ
に
伴
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
が
出

来
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
軒
数
だ
け
で
も
三

五
〇
戸
近
く
あ
り
ま
す
。
急
激
に
人
口

が
増
加
し
、
現
在
で
は
会
員
一
二
九
〇

戸
余
り
の
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。
豊
春

駅
、
豊
春
小
学
校
が
近
く
に
あ
る
の
で
、

通
勤
、
通
学
に
時
間
的
に
便
利
な
所
で

す
。
新
旧
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
為
一
日
も
早
く
会
員
同
士

の
親
睦
が
出
来
る
よ
う
に
色
々
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。

地
区
の
役
員
は
、
地
区
長
一
名
、
副

地
区
長
二
名
、
書
記
一
名
、
会
計
一
名
、

監
事
二
名
、
相
談
役
一
名
、
組
長
が
二

十
一
名
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
十

一
日
に
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
広
報
を
組
長
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
す
。

地
区
の
年
間
行
事
と
し
て
次
の
通
り

行
っ
て
い
ま
す
。
五
月
に
ク
リ
ー
ン
デ

ー
に
参
加
、
役
員
、
組
長
、
班
長
、
会

員
の
皆
さ
ん
で
一
時
間
半
位
で
終
わ
り

ま
す
。
夏
、
冬
二
回
防
犯
推
進
委
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
す
。
そ

の
時
に
二
組
に
分
か
れ
て
派
出
所
の
署

員
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。
防
災
訓
練
は

市
よ
り
の
連
絡
に
協
力
、
今
回
は
立
野

小
学
校
で
十
地
区
合
同
で
行
わ
れ
、
地

区
で
は
百
名
近
い
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
豊
春
地
区
体
育
祭
に
も
、
上
蛭
田
、

上
蛭
田
西
、
道
順
川
戸
で
参
加
し
、
反

省
会
で
は
役
員
、
組
長
、
選
手
の
皆
さ

ん
と
親
睦
を
図
る
為
に
参
加
を
し
て
良

か
っ
た
と
色
々
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

又
、
来
年
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
と
約
束

を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
十
一
月
に
入

っ
て
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
体
験
を
、

役
員
、
組
長
全
員
二
十
六
名
参
加
を
し

ま
し
た
。
約
二
時
間
弱
で
終
わ
り
、
組

に
帰
っ
て
皆
さ
ん
と
、
話
が
出
来
れ
ば

幸
い
と
思
い
ま
す
。
地
区
の
一
番
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
、
お
年

寄
り
七
十
五
歳
以
上
の
方
を
招
待
し
て

一
日
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
し
ま
す
。
お
年

寄
り
の
参
加
者
を
募
る
の
は
地
区
の
民

生
委
員
さ
ん
に
協
力
を
し
て
頂
き
、
役

員
、
組
長
、
民
生
委
員
で
役
割
を
決
め

て
交
代
し
な
が
ら
一
日
行
い
ま
す
。
お

年
寄
り
の
参
加
は
四
十
名
前
後
、
カ
ラ

オ
ケ
を
や
る
会
員
は
四
十
五
名
位
で
皆

さ
ん
で
色
々
の
、
お
話
を
し
て
一
緒
に

食
事
を
し
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
、

ふ
れ
あ
い
生
き
生
き
サ
ロ
ン
が
発
足
し

ま
し
た
が
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得

て
地
区
で
は
五
つ
の
サ
ロ
ン
が
出
来
、

多
い
所
で
二
十
名
前
後
、
少
な
い
所
で

十
名
前
後
、
毎
月
、
日
を
決
め
て
、
午

前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
二
ヶ
所
の
集

会
所
で
協
力
員
と
会
員
の
皆
さ
ん
で
仲

良
く
話
し
合
い
、
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

こ
の
他
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
囲
碁
、
将
棋
、

お
茶
飲
み
会
、
踊
り
、
手
芸
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
役
員
一
同
協
力
を
し
て
、
会
員
皆

様
と
親
睦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
住
み
良
い
地
区
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
住
む
、
小
渕
観
音
前
自
治
会

は
、
南
に
春
日
部
市
街
、
北
に
は
杉
戸

町
が
在
り
、
当
地
区
の
真
ん
中
に
、
国

道
四
号
が
通
る
小
さ
な
自
治
会
で
す
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
、
地
区
名

を
変
え
て
小
渕
観
音
前
自
治
会
に
し
ま

し
た
。
小
さ
な
自
治
会
で
す
か
ら
、
戸

数
は
、
一
七
四
戸
程
で
、
役
員
さ
ん
六

名
、
組
長
さ
ん
十
一
名
に
て
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
小
渕
地
区
は
六
地
区
あ
り
、

南
か
ら
松
河
町
、
追
分
地
区
、
本
村
地

区
、
観
音
前
自
治
会
、
島
自
治
会
、
原

前
地
区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
事
業
と
し
て
は
、
毎
年
、

春
の
`
大
杉
神
社
の
祭
礼
a
で
始
ま
り
、

春
・
秋
の
`
春
日
部
ク
リ
ー
ン
デ
ー
a

七
月
に
入
る
と
`
春
日
部
夏
祭
り
a
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
の

子
供
達
の
夏
休
み
中
に
は
梅
原
病
院
の

協
力
に
よ
り
職
員
駐
車
場
を
お
借
り
し

て
`
ふ
れ
あ
い
広
場
a
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
十
三
回
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
年
に
始
め
た
頃
は
、
参
加
者
も

少
な
く
寂
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
年
々
増
え
て
二
百
人
以
上
の
人

が
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
`
ふ
れ
あ
い
広
場
a
で
は
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
巻
き
取
り
競
争
、

女
性
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ク
イ
ズ
、

最
後
に
は
、
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

又
、
役
員
さ
ん
、
組
長
さ
ん
に
よ
る
手

作
り
の
飲
み
物
、
焼
肉
、
焼
き
そ
ば
等

の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
参
加
者
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
、
ふ
れ
あ
い
広
場

は
当
自
治
会
の
輪
を
広
げ
る
為
に
、
前

地
区
長
の
小
谷
野
庄
平
氏
の
時
に
始
め

た
行
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
自
治
会

の
人
達
全
員
で
、
協
力
し
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
自
治

会
で
は
特
に
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

と
資
材
の
保
管
の
た
め
中
古
の
コ
ン
テ

ナ
を
購
入
し
、
防
災
器
具
収
納
庫
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
春
日
部
市
に
対
す
る
協
力
と
し

て
、
古
利
根
川
の
清
掃
、
幸
松
地
区
体

育
祭
、
文
化
祭
、
防
災
訓
練
に
も
参
加

協
力
し
て
お
り
ま
す
。
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私
達
、
中
野
地
区
自
治
会
は
、
武
里

地
区
の
西
の
端
に
あ
り
、
武
里
小
学
校

と
ウ
イ
ン
グ
ハ
ッ
ト
春
日
部
の
中
間
に

あ
る
地
域
で
、
も
と
も
と
は
、
四
〜
五

十
戸
程
度
の
純
農
村
で
あ
り
ま
し
た
が
、

近
年
人
口
の
急
増
に
伴
い
市
街
化
調
整

区
域
に
も
拘
ら
ず
、
現
在
で
は
三
四
〇

戸
と
、
約
三
十
年
間
で
八
倍
近
く
に
急

増
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
も
環
境

は
良
好
で
西
の
空
に
は
秩
父
連
峰
や
富

士
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
の
散

歩
コ
ー
ス
と
し
て
貴
重
な
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。

自
治
会
の
組
織
編
成
は
地
域
内
を
東

一
、
東
二
、
西
、
南
の
四
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
約
一
〇
〇
戸
に
副
会
長
、
会

計
、
幹
事
、
監
査
を
配
し
、
十
三
名
の

役
員
と
三
十
八
班
の
新
旧
班
長
に
よ
っ

て
組
織
を
作
り
、
自
治
会
の
運
営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
四
月

に
通
常
総
代
会
を
開
催
し
前
年
度
の
事

業
報
告
収
支
決
算
、
新
年
度
の
事
業
計

画
、
収
支
予
算
等
の
審
議
し
、
承
認
を

戴
き
ま
す
。
六
月
に
は
例
年
春
の
ク
リ

ー
ン
デ
ー
を
実
施
し
、
全
戸
参
加
を
得

て
、
地
区
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
空
き
缶
の
ポ

イ
捨
て
等
、
道
路
、
河
川
に
投
棄
さ
れ

る
ゴ
ミ
が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
理
由
が
有
り
ま
し
て
、
当
地

区
の
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
刀
禰
力
夫
さ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

こ
こ
十
年
来
毎
日
地
域
内
の
道
路
、
水

路
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
、
ゴ
ミ
は
も

と
よ
り
河
川
に
棄
て
ら
れ
た
自
転
車
、

バ
イ
ク
等
の
引
き
上
げ
収
集
、
雑
草
の

刈
り
取
り
を
実
施
し
て
お
り
、
家
具
、

家
電
等
の
不
法
投
棄
物
等
に
つ
い
て
も

収
集
し
て
、
市
の
ク
リ
ー
ン
推
進
課
と

連
絡
を
密
に
し
処
理
を
し
て
い
る
為
、

モ
ラ
ル
の
向
上
に
繋
が
り
ゴ
ミ
の
減
少

に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
刀
禰
さ
ん
の

ゆ
る
ま
ぬ
努
力
に
対
し
、
地
域
を
代
表

し
て
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
七
月
に
は
中
野
香
取
神

社
の
祭
礼
に
合
わ
せ
、
氏
子
会
、
子
供

会
、
長
寿
会
、
平
成
会
等
、
地
区
内
各

種
団
体
の
協
力
の
も
と
、
子
供
神
輿
を

中
心
に
模
擬
店
等
を
開
い
て
、
老
若
男

女
、
故
郷
づ
く
り
と
親
睦
と
連
帯
を
深

め
て
お
り
ま
す
。
十
月
に
は
、
中
野
、

薄
谷
地
区
合
同
の
防
災
訓
練
を
開
催
し
、

災
害
対
策
室
と
消
防
本
部
の
ご
指
導
の

下
、
非
難
誘
導
、
通
報
、
消
火
、
応
急

手
当
等
の
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
遭

遇
し
た
場
合
の
心
構
え
を
高
め
ま
し
た
。

又
、
恒
例
の
武
里
地
区
体
育
祭
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
中
野
、
薄
谷
の
合
同
チ

ー
ム
で
参
加
し
て
大
い
に
頑
張
り
ま
し

た
が
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
選
手
の
選

考
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
対
抗

種
目
の
選
手
に
つ
い
て
は
、
年
齢
制
限

が
あ
る
た
め
、
小
・
中
・
高
校
生
の
参

加
が
不
可
欠
な
為
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

少
年
野
球
等
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
非
常

に
苦
労
を
し
て
お
り
ま
す
。
勝
ち
負
け

は
度
外
視
し
て
一
日
楽
し
く
過
ご
し
親

睦
が
図
ら
れ
れ
ば
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
ま
す
が
、
体
育
振
興
委
員
さ
ん
の
ご

苦
労
を
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
以
上
、

中
野
地
区
自
治
会
の
活
動
状
況
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
現
在

の
自
治
会
組
織
は
、
や
や
も
す
れ
ば
行

政
の
末
端
組
織
と
し
て
の
仕
事
が
多
く
、

本
来
は
、
地
域
住
民
の
為
の
福
祉
の
増

進
と
親
睦
、
共
生
の
精
神
の
組
織
で
あ

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
基
本
の
理
念
を
念
頭
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
自

治
会
運
営
の
た
め
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
本
木
自
治
会
は
、
藤
の
牛
島
駅
よ

り
の
古
利
根
川
沿
い
に
あ
り
、
三
本
木

公
園
は
、
花
見
で
年
々
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
自
治
会
と
し
て
は
、
春
は
花
見
、

夏
は
、
公
園
か
ら
香
取
神
社
ま
で
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
竹
に
よ
る
そ
う
め
ん
流

し
、
新
じ
ゃ
が
掘
り
、
秋
に
は
、
芋
煮

会
と
、
す
べ
て
古
利
根
川
の
公
園
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
私
た
ち
自

治
会
は
、
班
長
及
び
役
員
を
中
心
と
し

て
、
子
供
達
と
地
域
の
お
年
寄
り
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
応
援
を
目

的
と
し
て
、
今
活
動
中
で
す
。
十
一
月

に
は
、
歩
こ
う
会
も
発
足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
、
防
災
訓
練
、
お
年
寄
り

食
事
会
、
住
民
全
員
に
よ
る
三
本
木
公

園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
農
家
の
方
た
ち
に
よ
る
、
初
午
や
、

五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を
祈
る
、
八
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
あ
る
数
珠
で
行
う
百
万

遍
は
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ゆ
り
の
き
橋
は
、
私
た
ち
の
地
区

に
あ
り
、
開
通
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
不
安
も
あ
り
、
安

全
な
街
づ
く
り
や
、
増
え
て
い
く
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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中
央
一
丁
目
町
会
は
、
春
日
部
駅
西

口
の
区
画
整
理
地
区
で
、
先
輩
達
の
強

い
熱
意
に
よ
り
昭
和
四
十
六
年
七
月
に

組
織
さ
れ
、
今
年
で
、
三
十
四
回
目
の

総
会
を
積
み
重
ね
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

創
立
当
時
の
西
口
は
一
年
前
に
市
役

所
が
移
転
し
た
ば
か
り
の
、
葦
な
ど
が

背
丈
ほ
ど
生
い
茂
っ
て
い
る
静
か
な
環

境
の
町
会
で
し
た
。
当
時
は
会
員
親
睦

を
主
体
と
し
、
子
供
会
、
婦
人
会
、
商

店
会
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、
芋
堀
り
、

バ
ス
旅
行
、
夏
祭
り
子
供
御
輿
等
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
子
供
御
輿
パ
レ
ー

ド
は
現
在
も
四
町
会
合
同
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
駅
西
口
が
開
か

れ
る
と
町
の
環
境
が
激
変
し
、
銀
行
、

郵
便
局
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
が

で
き
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
都
市

型
の
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
過

去
を
紹
介
し
ま
す
と
、
ス
ト
リ
ッ
プ
劇

場
を
作
る
と
い
う
事
で
近
隣
に
同
意
書

を
求
め
に
来
た
と
き
、
町
内
主
導
で
反

対
運
動
を
起
こ
し
、
市
役
所
、
警
察
、

新
聞
な
ど
を
巻
き
込
み
断
念
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
西
口
の
交
番

設
置
に
し
て
も
署
名
運
動
を
起
こ
し
、

一
年
余
り
で
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
数
年
前
で
は
、

地
下
鉄
七
号
線
支
線
誘
致
運
動
を
起
こ

し
、
埼
玉
県
庁
に
署
名
簿
を
提
出
し
誘

致
要
望
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
県
の
応
対
は
地
下
鉄
が
無
理
で
あ
っ

て
も
、
な
ん
ら
か
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

（
路
面
電
車
）
を
整
備
し
た
い
旨
の
発
言

が
あ
り
、「
春
日
部
市
全
体
の
運
動
と
し

て
起
こ
し
て
く
れ
る
と
県
で
も
積
極
的

に
な
れ
る
の
で
す
が
ね
。」
と
、
言
っ
て

お
り
ま
し
た
。

当
町
会
は
、
春
日
部
市
の
中
心
地
に

あ
る
為
、
商
店
会
と
町
会
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
毎
月
第

一
日
曜
日
の
歩
行
者
天
国
と
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
開
催
に
協
賛
し
て
お
り
ま
し

た
。春

日
部
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
吹
奏

楽
部
の
パ
レ
ー
ド
、
そ
し
て
チ
ャ
リ
テ

ィ
餅
つ
き
大
会
、
い
ず
れ
も
大
変
な
賑

わ
い
を
呈
し
、
そ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
資
金

を
、
社
会
福
祉
や
交
通
遺
児
に
寄
付
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ

た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
残
念
な
が
ら

平
成
十
五
年
九
月
の
第
一
日
曜
日
ま
で

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。数
年
間
、愛
し

て
頂
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
行
政
懇
談
会
で
、
中
央
一
丁

目
町
会
の
区
域
の
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
い

が
、
補
助
金
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
助

成
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

行
政
で
、春
日
部
駅
周
辺
に
七
ヶ
所
、全

体
で
十
ヶ
所
設
置
す
る
こ
と
が
、
議
会

で
議
決
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
町

内
一
同
大
変
喜
び
ま
し
た
。
地
元
町
会

を
思
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
識
し
、

よ
り
良
い
生
活
を
作
り
上
げ
て
い
く
の

が
、
中
央
一
丁
目
町
会
の
役
割
で
あ
る

と
信
じ
て
日
々
を
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ル
ネ
春
日
部
自
治
会
は
、
平
成
十
一

年
五
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
が
、
道

口
蛭
田
地
区
自
治
会
の
中
に
存
在
し
て

お
り
ま
し
た
。
ル
ネ
は
中
高
層
住
宅
、

十
棟
で
構
成
さ
れ
、
日
常
の
自
治
会
活

動
は
、
独
自
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
付
で

分
割
の
申
請
を
出
し
、
平
成
十
五
年
四

月
一
日
を
も
っ
て
分
割
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ル
ネ
春
日
部
自
治
会
は
、
毎
月

一
回
定
例
会
議
を
開
催
し
て
報
告
事
項

と
審
議
事
項
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
組
合
三
役
と
自
治
会
四

役
と
で
、
毎
月
一
回
打
ち
合
わ
せ
を
開

催
し
て
、
情
報
交
換
や
協
議
事
項
を
行

っ
て
、
ル
ネ
春
日
部
の
向
上
と
問
題
解

決
に
、
車
の
両
輪
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
自
治
会
の
永
遠
の
課
題

で
あ
り
ま
す
ゴ
ミ
出
し
に
関
し
て
は
、

回
収
日
の
当
日
、
朝
出
し
を
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
に
は
立
番
・

見
回
り
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
年
間

行
事
は
、
夏
祭
り
・
敬
老
の
集
い
・
体

育
祭
・
文
化
祭
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

夏
祭
り
は
、
管
理
組
合
と
共
催
で
、

八
月
下
旬
の
土
・
日
の
二
日
間
行
い
ま

す
。
夏
祭
り
実
行
委
員
会
を
設
立
し
て
、

そ
の
中
か
ら
、
運
営
委
員
を
指
名
し
て

企
画
立
案
し
ま
す
。
祭
り
の
三
日
前
か

ら
盆
踊
り
と
子
供
太
鼓
を
練
習
し
て
当

日
に
備
え
ま
す
。
模
擬
店
十
店
は
全
て

自
前
で
用
意
し
ま
す
。
子
供
山
車
・
子

供
御
輿
・
大
人
御
輿
を
出
し
ま
す
。

敬
老
の
集
い
は
、
九
月
上
旬
に
、
七

十
歳
以
上
の
方
を
、
お
招
き
し
て
、
食

事
会
・
ゲ
ー
ム
・
演
芸
・
カ
ラ
オ
ケ
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

豊
春
地
区
体
育
祭
は
、
去
年
は
、
ル

ネ
春
日
部
自
治
会
独
立
後
、
初
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
十
一
名
の
選
手
を
送
り

出
し
、
紫
チ
ー
ム
三
連
覇
を
狙
い
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し
た
。

文
化
祭
は
、
十
月
下
旬
の
土
・
日
の

二
日
間
行
い
ま
す
。
ル
ネ
春
日
部
居
住

の
子
供
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
々
に
、

書
・
絵
画
・
写
真
・
手
芸
等
、
各
分
野

で
作
品
を
出
展
し
て
も
ら
い
展
示
し
ま

す
。
当
日
は
、
朝
市
・
バ
ザ
ー
・
お
茶

会
・
芋
煮
会
・
演
芸
等
も
行
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
十
二
月
下
旬
に
、

子
供
達
と
、
七
十
歳
以
上
の
方
で
ゲ
ー

ム
等
を
行
い
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
敬
老
の
集
い
と
文
化
祭

に
は
、
私
は
、
つ
た
な
い
芸
で
は
あ
り

ま
す
が
、
落
語
を
演
じ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
、
ル
ネ
春
日
部
自
治
会
の
紹
介

を
終
わ
り
ま
す
。
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東
町
町
会
は
、
国
道
四
号
を
挟
み
、

北
は
、
粕
壁
小
学
校
と
県
立
春
日
部
女

子
高
校
を
結
ぶ
学
校
通
り
、
南
は
、
東

武
野
田
線
の
南
側
を
並
行
す
る
通
称
土

井
堀
通
り
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
あ
る
。

昭
和
二
十
年
代
初
め
頃
迄
は
粕
壁
町
と

し
て
は
稀
な
唯
一
大
規
模
の
「
ラ
イ
ト

自
動
車
工
業
」（
い
す
ゞ
自
動
車
系
列
）

が
町
内
に
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
生
産
を

し
て
い
た
。
そ
の
工
員
や
春
日
部
女
子

高
校
生
徒
等
の
為
、
国
道
四
号
を
ま
た

ぐ
、
東
武
野
田
線
陸
橋
脇
に
「
土
井
駅
」

は
開
業
し
て
い
た
が
工
場
の
閉
鎖
に
伴

い
廃
止
さ
れ
た
。

当
町
会
は
、「
新
々
田
（
現
一
宮
町
町

会
）」
よ
り
、
終
戦
後
分
離
独
立
し
た
。

発
足
時
は
僅
か
五
十
世
帯
強
の
町
会
で

あ
っ
た
が
、
町
内
面
積
の
約
八
割
強
を

占
め
る
工
場
跡
地
・
田
・
畑
に
対
し
、

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に

か
け
戸
建
ブ
ー
ム
に
乗
り
宅
地
造
成
が

急
速
か
つ
大
規
模
に
な
さ
れ
世
帯
数
は
、

飛
躍
的
に
拡
大
し
、
五
十
年
代
半
ば
に

は
五
百
四
十
世
帯
、
そ
し
て
現
在
は
、

七
百
七
十
世
帯
強
で
、
発
足
時
の
十
五

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

当
町
会
は
、
会
員
全
員
の
賛
同
協
力

に
よ
り
平
成
七
年
六
月
、
地
縁
団
体
と

し
て
法
人
化
が
認
可
さ
れ
、
そ
の
後
、

土
地
取
得
。
町
会
会
館
の
建
築
に
取
り

組
み
、
平
成
九
年
十
一
月
に
会
館
が
落

成
、
会
員
の
永
年
の
要
望
を
達
成
し
た
。

町
会
は
会
長
、
副
会
長
、
相
談
役
、

監
査
及
び
二
十
七
名
の
理
事
と
十
六
名

の
組
長
に
婦
人
会
会
長
、
育
成
会
会
長

が
役
員
と
し
て
運
営
の
中
核
と
な
っ
て

い
る
。
理
事
は
、「
総
務
・
祭
事
・
防

災
・
広
報
・
体
育
・
環
境
・
会
館
」
の

七
班
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、
各
々
班
長

を
中
心
に
担
当
部
門
の
企
画
、
立
案
を

な
し
、
町
会
運
営
、
行
事
等
の
核
と
し

て
活
動
す
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
が
、

体
制
発
足
三
年
目
を
迎
え
、
根
付
く
迄

に
は
、
尚
年
月
を
要
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
町
会
行
事
は
「
新
年
懇
親
会
・

古
利
根
川
土
手
の
清
掃
・
春
の
ク
リ
ー

ン
デ
ー
・
市
民
夏
祭
り
、
夏
休
み
補
導

巡
回
・
防
災
訓
練
・
市
民
体
育
祭
」
等
、

ま
た
育
成
会
が
主
体
と
な
っ
て
「
一
年

生
を
迎
え
る
会
・
小
学
生
か
ら
の
夏
祭

り
ポ
ス
タ
ー
募
集
・
展
示
・
粕
壁
地
区

ち
び
っ
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
平
成

十
五
年
度
は
準
優
勝
）
夏
休
み
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
・
六
年
生
を
送
る
会
」
等
が

あ
る
。

最
後
に
当
面
の
課
題
と
し
て
新
規
加

入
会
員
、
子
供
達
の
町
内
行
事
へ
の
参

加
、
子
供
達
に
如
何
な
る
故
郷
造
り
を

し
、
郷
土
愛
を
も
た
せ
る
か
、
一
方
で

は
高
齢
者
世
帯
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

安
全
な
住
み
よ
い
街
造
り
を
ど
う
進
め

る
か
等
々
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

私
た
ち
の
内
牧
四
区
地
区
は
、
県
道

春
日
部
菖
蒲
線
の
両
側
と
、
そ
の
東
側

に
位
置
し
、
北
春
日
部
駅
西
口
よ
り
西

へ
約
一
・
五
キ
ロ
の
区
域
内
に
あ
り
ま

す
。
四
方
谷
自
治
会
、
戸
崎
自
治
会
、

日
和
会
自
治
会
と
三
つ
の
自
治
会
の
連

合
体
を
内
牧
四
区
地
区
と
い
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
五
十
戸
程
で
し

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
頃
よ
り
栄
町
の

区
画
整
理
が
始
ま
り
水
田
も
宅
地
化
さ

れ
、
そ
の
頃
よ
り
当
地
区
の
戸
数
も
増

え
現
在
自
治
会
員
二
百
三
十
世
帯
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
春
日
部
菖
蒲
線
を
北

に
向
か
っ
て
栄
町
を
過
ぎ
、
戸
崎
地
域

の
中
程
に
、
内
牧
鷲
香
取
神
社
が
あ
り

ま
す
。
神
社
由
来
記
に
よ
る
と
「
仁
和

年
間
西
暦
八
八
五
年
の
頃
よ
り
香
取
神

社
あ
り
し
由
と
あ
る
旧
内
牧
村
の
総
鎮

守
あ
り
」
境
内
に
繁
る
樹
齢
数
百
年
を

経
た
る
銀
杏
榧
杉
の
木
立
が
昔
を
偲
ば

せ
ま
す
。
総
代
世
話
人
さ
ん
が
中
心
に

な
り
氏
子
会
を
継
承
し
ご
加
護
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
大
祭
の
七
月
十
八
日
は

神
楽
が
あ
り
、
屋
台
の
出
店
あ
り
近
隣

の
町
か
ら
も
参
拝
客
で
賑
い
ま
す
。
二

月
十
七
日
春
季
祈
願
祭
、
十
一
月
二
十

三
日
献
穀
感
謝
祭
な
ど
、
又
、
四
方
谷

地
区
に
は
四
方
谷
不
動
尊
が
あ
り
例
祭

は
、
年
二
回
、
二
月
二
十
八
日
と
七
月

二
十
八
日
御
神
酒
を
奉
納
し
、
五
穀
豊

穰
、
家
内
安
全
を
祈
願
お
祝
い
し
ま
す
。

す
べ
て
氏
子
会
で
す
が
地
域
の
歴
史
で

あ
る
と
思
い
あ
え
て
記
し
ま
す
が
、
下

谷
稲
荷
社
の
礼
祭
二
月
初
午
の
日
に
祈

願
お
祝
い
す
る
事
を
氏
子
会
に
て
継
承

し
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
の
行
事
と
し
て
は
、
一
月
は

新
年
会
、
四
月
総
会
、
春
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
は
全
世
帯
が
出
て
、
区
域
内
の
ビ

ン
、
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
七
月
は
、
他
の
地
区
と
合
同

に
て
内
牧
地
区
と
し
て
夏
祭
り
参
加
、

三
十
回
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
寄
進
ご
支
援
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
関
係
役
員
事
務
局
及
び
同
士

の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
又
、
十
月
は
内
牧
地
区
体
育
祭
が

あ
り
、
そ
の
準
備
、
又
、
選
手
の
選
考

な
ど
大
変
な
事
で
す
が
、
体
育
振
興
役

員
を
中
心
に
全
役
員
協
力
し
準
備
し
ま

す
。
そ
し
て
自
治
会
と
し
て
は
、
全
世

帯
が
当
番
、
役
員
、
選
手
の
い
ず
れ
か

に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
、
参
加

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一

緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
心
の
交
流
を
深

め
、
地
域
住
民
が
親
睦
を
図
る
場
と
な

れ
ば
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
防

災
訓
練
に
も
、
い
つ
も
参
加
し
、
災
害

に
備
え
て
、
備
品
等
備
え
て
お
り
ま
す
。

四
区
内
の
ク
ラ
ブ
は
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
各
自

治
会
の
ク
ラ
ブ
は
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ

等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
協

力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
魅
力

あ
る
地
区
と
し
て
、
若
い
人
達
も
喜
ん

で
参
加
し
て
も
ら
え
る
自
治
会
を
目
標

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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東
京
か
ら
は
、
最
も
近
い
、
春
日
部

市
の
南
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
武
里
団

地
。
そ
の
南
端
に
、
私
達
の
地
区
、
五

街
区
が
あ
り
ま
す
。
総
数
六
一
〇
〇
余

世
帯
で
、
当
時
、
日
本
一
の
マ
ン
モ
ス

団
地
の
中
、
唯
一
、
分
譲
で
あ
る
五
街

区
の
世
帯
数
は
五
六
〇
世
帯
。
昭
和
四

十
一
年
八
月
入
居
と
同
時
に
武
里
団
地

自
治
会
五
街
区
支
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
年
か
ら
十
年

と
子
供
達
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

除
々
に
お
祭
り
や
運
動
会
等
の
、
諸
行

事
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
り
、
五
人
去

り
十
人
去
り
で
会
員
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

諸
先
輩
の
話
に
よ
る
と
、
何
と
か
自
治

会
五
街
区
支
部
を
残
そ
う
と
努
力
し
た

の
に
、
会
費
収
入
の
割
り
に
出
費
が
嵩

む
と
言
う
事
で
団
地
自
治
会
か
ら
一
方

的
に
除
名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
お
祭
り
だ
け
で
も
我
々

五
街
区
だ
け
で
続
け
よ
う
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
が
、
運
動
会
だ
け
は
お
願

い
し
て
、
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

但
し
五
街
区
用
の
賞
品
は
無
く
、
五
街

区
の
参
加
者
に
は
五
街
区
で
用
意
し
た

賞
品
を
渡
す
、
言
わ
ば
、
部
外
者
が
勝

手
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
、
実
に
惨

め
な
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
五
街
区

独
自
の
五
街
区
祭
り
の
企
画
は
勤
め
帰

り
の
有
志
数
名
が
、
毎
晩
集
ま
り
二
ヶ

月
余
り
で
、
手
作
り
で
御
輿
と
山
車
を

造
り
あ
げ
、
立
派
に
五
街
区
一
周
パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
今
で
も
御
輿
と

山
車
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金

面
で
は
五
街
区
管
理
組
合
か
ら
の
助
成

金
と
、
一
部
有
志
の
寄
付
金
だ
け
で
は

足
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
毎
月
、
古
紙

回
収
を
実
施
し
、
市
か
ら
も
助
成
金
を

頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
ど
う
に
か
運
営

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
毎

月
第
一
日
曜
日
に
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い

て
各
階
段
を
回
っ
て
集
め
ま
し
た
。
こ

の
頃
か
ら
、
新
た
に
協
力
者
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

永
年
続
い
て
い
る
五
街

区
恒
例
の
催
し
物
と
し
て
、
春
の
「
日

帰
り
バ
ス
旅
行
」
ま
た
は
「
ハ
イ
キ
ン

グ
」
夏
の
「
五
街
区
祭
り
」
同
、
八
月

最
終
土
曜
日
「
さ
よ
う
な
ら
夏
休
み
子

供
花
火
大
会
」
十
二
月
に
は
「
バ
ザ
ー

と
餅
つ
き
」
が
有
り
ま
す
。
春
の
旅
行

は
、
古
紙
提
供
の
一
部
還
元
で
割
安
料

金
と
し
、
十
二
月
の
バ
ザ
ー
の
売
り
上

げ
は
、
全
額
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
子
供
達
の

た
め
の
行
事
と
し
て
の
催
し
で
し
た
が
、

当
時
二
十
〜
三
十
代
の
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
も
、
今
で
は
六
十
代
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
三
年
前
か
ら
、
八
月
の
子
供
花

火
大
会
に
盆
踊
り
が
加
わ
り
、
じ
い
ち

ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
孫
が
つ
い
て
踊

る
賑
や
か
な
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
ジ
ュ
ー
ス
の
他
に
ビ
ー
ル
や
お
つ

ま
み
も
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
二

月
の
餅
つ
き
も
、
年
々
つ
き
手
不
足
で

苦
労
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
今
と
な
れ
ば
楽
し
い
思
い

出
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
危

機
を
乗
り
切
る
事
が
出
来
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
域
活
動
に
対
し
て
我
々
は
、

ま
だ
ま
だ
現
役
で
あ
り
、
現
在
も
新
た

な
協
力
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本

当
に
心
強
い
限
り
で
す
。
年
々
催
事
の

と
き
に
集
ま
る
お
孫
さ
ん
が
増
え
る
の

も
、
誠
に
嬉
し
い
現
象
で
す
。
ま
だ
ま

だ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

私
達
の
樋
籠
柳
原
地
区
は
、
南
に
は
、

県
道
春
日
部
西
金
野
井
線
を
前
に
、
北

は
国
道
一
六
号
線
に
ま
た
が
り
、
極
め

て
交
通
の
便
利
な
所
で
す
。
し
か
し
、

大
雨
や
台
風
の
時
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ

大
変
で
し
た
。
倉
松
落
し
と
い
う
川
が

あ
る
た
め
、
上
流
の
幸
手
方
面
か
ら
く

る
水
に
よ
り
悩
ま
さ
れ
、
雨
が
降
る
度

に
、
全
員
に
声
を
掛
け
水
番
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
外
郭
放
水
路
が

出
来
ま
し
た
事
で
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
私
達
の
自
治
会
の
一
年
間
の

行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

天
神
神
社
は
、
学
問
の
神
様
で
春
・

秋
に
年
二
回
の
祭
典
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
春
の
祭
典
は
、
五
穀
豊
穣
と
家
内

安
全
祈
願
奉
納
。
秋
の
祭
典
は
収
穫
を

感
謝
す
る
祭
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
大
晦
日
か
ら
正
月
に
か
け
て
破
魔

矢
売
り
。

一
、
元
旦
に
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
方

に
昭
和
の
終
わ
り
頃
か
ら
長
寿
の
祝

い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
新
年
会
は
一
月
第
二
日
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。

一
、
五
月
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
は
、
ク

リ
ー
ン
推
進
委
員
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
春
・
秋
の
交
通
安
全
週
間
に
参
加
、

警
察
よ
り
の
ご
指
導
で
行
っ
て
い
ま

す
。

一
、
防
犯
推
進
委
員
が
、
夏
・
冬
二
回
、

牛
島
交
番
警
察
官
の
指
導
で
行
っ
て

い
ま
す
。

一
、
コ
ス
モ
ス
花
見
会
、
十
月
下
旬
、

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
米
の
す
く
い
取

り
。

十
二
月
は
、
お
正
月
を
き
れ
い
に
迎

え
る
た
め
に
、
昭
和
の
終
わ
り
頃
か
ら
、

前
地
区
長
さ
ん
の
頃
よ
り
缶
拾
い
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幸
松
地
区
自

治
会
連
合
会
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
は
良
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
の
事

で
、
現
在
、
幸
松
地
区
で
も
、
十
一
月

に
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
や
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
地
区
発
展
の
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会æ

地
区
長

松
　
井
　
和
　
夫

地
区
長後

　
藤
　
　
　
勇

五街区祭り

コスモス花見会

武
里
団
地
五
街
区
地
区

樋
籠
柳
原
地
区
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三
月
に
入
り
、草
花
が
ほ
こ
ろ
ぶ

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、子
供
た
ち
を
巻
き
込
む
犯

罪
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。地
域
で

子
供
た
ち
を
守
り
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
築
け
る
よ
う
、自
治

会
運
営
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
会
　
長
　
時
　
田
　
美
野
吉
　�

　
副
会
長
　
上
　
野
　
照
　
信�

　
副
会
長
　
上
　
原
　
光
　
孝�

　
副
会
長
　
板
　
橋
　
光
　
二
　�

　
副
会
長
　
石
　
島
　
忠
　
夫
　�

　
副
会
長
代
行

　
板
　
倉
　
　
　
肇�

編�

集�

後�

記�

編
集
委
員
氏
名�

�

発
行
日
　
平
成
十
六
年
三
月
一
日

発
行
者
　
春
日
部
市
自
治
会
連
合
会�

事
務
局
　
春
日
部
市
役
所
自
治
振
興
課
内

　
　
　
　
　
〇
四
八（
七
三
六
）一
一
一
一�
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豊春地区自治会連合会は、25の地区、自治会で構成し、会員数

は、11,959世帯である。役員は、会長はじめ、副会長１名、事務

局長１名、会計２名の他、体育部長、防災部長、環境部長、福祉

部長の各部長と、監事２名で構成している。会議は４月の定期総

会の他、毎月第３土曜日に、定例会を開き、連絡、報告事項の徹

底を図るとともに、諸事業遂行のための審議と、各地区、自治会

との提携、親睦の場としている。また、必要に応じて、適宜三役

会も開き、会運営の円滑化を図っている。

会の事業は、地区別行政懇談会、体育祭、防災訓練、春秋のク

リーンデー等の運営実施とともに、毎年、秋の研修視察旅行、１

月の賀詞交歓会を兼ねた市政研修会を実施し、会員の見聞を広め、

親睦を図るとともに、各地区、自治会との情報交換の場ともして

いる。また、消防団第八分団、老人会、婦人会などの地区内諸団

体に対し、助成金を拠出して、その活動を助成したり、公民館と

協力して、毎年「しめ縄づくり」や「昔の遊び」の催し物を行い、

地域との連携強化にも努めている。その他、社協豊春地区支部、

地域防犯連絡協議会、青少年健全育成推進会議等の諸団体とも連

携し、安心して暮らせる住みよい街づくりを目指している。これ

からも、各地区、自治会の活動を、より一層強化し、会員数の拡

大に努力し、住みやすく活力のある地域社会づくりを目指して活

動を続けて行きたいと考えております。

豊春地区自治会連合会 会長　板橋光二

去
る
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
、

長
野
県
須
坂
市
の
「
み
ど
り
の
会
」
を

視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
環
境
問
題
に
積
極
的
に

取
組
む
た
め
、
平
成
十
一
年
七
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
、

個
人
会
員
三
十
名
、
法
人
会
員
二
社
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
環
境
を
重
視
す
る

消
費
者
と
し
て
ゴ
ミ
の
減
量
、
清
掃
美

化
、
植
樹
等
幅
広
い
環
境
問
題
に
つ
い

て
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
各
種
環
境
問
題
に
関
し
て

の
情
報
の
提
供
や
研
究
及
び
講
習
会
の

実
施
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
そ
の
ほ
か

植
樹
や
清
掃
美
化
運
動
な
ど
に
参
加
・

実
践
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
取
組
み
と
し
て
は
、
生
ご
み
を

燃
や
さ
な
い
運
動
と
し
て
、
新
聞
紙
と

た
ま
ね
ぎ
の
袋
で
堆
肥
を
作
る
こ
と

や
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
生
ご
み
を
処
理
す

る
こ
と
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
生
ご
み
の

堆
肥
化
に
よ
り
、
お
い
し
い
野
菜
を
消

費
者
へ
と
つ
な
が
る
環
境
の
輪
を
構
築

す
る
た
め
の
意
識
を
変
え
る
活
動
を
継

続
し
て
行
く
こ
と
で
す
と
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
意
気
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。


